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＜連絡事項＞

· 11月の実地指導に向けてカルテチェック表を作成しました。各利用者様の担当スタッフはチェックがすんだ項目に○をつけて下さい。

· 11/13、16時から食事サービス委員会があります。（出席者・池田スタッフ）

· 11/13、12時から田名部一樹様のケア会議があります。（出席者・東スタッフ）

＜外来情報＞　

· 中居　松男　様　～炊事は青山荘で行い、自宅アパートでは湯を沸かしている。洗濯機を置く場　　

所がなくて困ると話されています。

· 鈴木　恵美子様～自宅から街まで徒歩とし途中よりバスで来院したとの事。

· 平　　康子　様～今までは単身で炊事していたが先日、2人で行ったと話されています。現在の　　　

ところ、順調との事。　　　　　　　

· 中川原　義雄様～　今週、風邪でデイケアを1回欠席しさぼってしまった。先週処方されたセ

ンナリドが２錠から３錠に追加されている。

· 柳町　信之様　～外来待合時、受診時ともにニヤツキが見られたとの事。

· 奥山　以依子様～兄が青山荘に来所し、入金を済ませ、本人の所持金が１万円弱ある為、今回　　　　　　　　　　

小遣いは渡されなかったとの事。

· 前野　義勝様～耳の中がゴソゴソとするとの訴えあり相沢耳鼻科から金田耳鼻科に通院先を　　　

変更したとの事。

· 鹿原　博夫様～「変わりないです。」と話されるが、やや落ち着きのなさありスタッフを見て

　　　　　　　　　ニヤつくことあり。

＜利用者様情報＞

· 種市　久子様　～昨日、デイケア体験利用予定だったが来所なく、下平PSWが本人宅に電話する

が不在。三戸町役場の保健師に連絡し自宅訪問して頂いている。本人は自宅で腰痛の為、休んでいたとの事。

· 杉澤　恵子様～本日、弟様より先日、本人が近辺の商店の倉庫からジュースを盗み警察から事情　　

聴取を受けた件で主治医に面談したほうが良いかとの電話あり。できれば、本

人の受診日に同伴し、現在の生活状況やご家族が心配な点をお話して頂きたい

と伝えている。

　弟様は22時から1時まで本人の生活状況を見るため、最近は毎日自宅に通っているとの事。夜間、本人の部屋で物音があり、眠れていない感じを受ける。自宅は本人なりに片付けているが、父親の食事時間が長く食器を洗うまで待つのが大変との情報提供あり。外来スタッフから主治医に面談日時を確認し、

ご家族に連絡する事とする。

· 中居　松男様～普段は、きちんと整髪しているが本日は乱れておりスタッフが声かけしている。

　　　　　　　　　「寝る前の薬を飲むと日中、眠気が残るんだよ。先生に話すと入院させられる」

　　　　　　　　　と話されている。生活状況は22時に就床し4時に起床。6時に青山荘に行き朝食作りをしている。朝食後薬服用後に眠いとの発言もあり。青山荘退所後、単身生活となり疲労も考えられる。入院の心配よりも状態の安定の為、一度主治医に相談するようスタッフから助言している。

· 其田　淑子様～「デイナイトケアで過ごす事が長時間の為苦痛だ。デイケアに行きたい。」と主　

治医に相談したとの事。主治医よりリウマチなど内科的な持病もあり食事管理も必要な為、昼・夕の食事が提供されるデイナイトケアの利用の継続が望ましいとの説明あり。本人も納得される。スタッフに話すことでストレスや心配事が緩和される方なので、出来るだけ面談の機会を持つようにしていく。
＜ｓｕｎｓｕｎ通信の内容について＞

· 利用者様がどんな事をしているのか、プログラム内容及び施設設備など本来のせるべき記事内容が少ない為、見直しをして早急に提出をする。記事内容の見直しをするため、全スタッフから記事ネタを集める。

＜事例検討＞

村上　元道様（27）　統合失調症　デイケア利用中

○最近の経過

　今年、7月から8月にかけて革細工をやってみたり、体育館の運動では動きすぎていた状況。

　就労や幸房も希望する発言あったが、9月頃からペースがダウンし横臥することが目立っていた。

　本人の仕事したいとの話に対し、外来主治医からは『就労につなげるプログラムの提案、急がずにやって下さい』との話あり。しかし、生活ペースは安定しない。

通所でふるまう態度以上に、青山荘ではうまくできていない評価。

○前回の事例検討内容○

オーバーワークになりペースをどのように調整してあげれるか？又、その後に来る疲労から、本人が気付かない様子をカバーするなどの話があった。

↑

　・不安定なペース配分の波を繰り返している。～安定しないペース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「疲れたら仕事しなくていいや」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（疲れたら生活が乱れるとの気持ちあり）

　　　　　　　　　　　　　↓

· 9/13、青山荘の担当スタッフとデイケア担当スタッフ、本人と3者面談。起床など基本的な生活面の乱れがあると厳しい評価があった。通所では、積極的にプログラムに参加し、にこやかに

遅刻もなくすごしている。

　　　　　　　　　　　　↓

（生活ペースの波がある本人にアドバイスできることは？）

· 生活の乱れは自覚しているがデイケアで過ごしている間、周囲に気を使い、その反動が青山荘で表れているのかもしれない。自覚しているが出来ない状態。逆に考えるとリラックスする時間

があり、気分転換ができているとも言える。（リラックスの程度はあるが）

· デイケア利用中は気をつかわなくていいよう声掛けする事で、リラックスの時間が増えるとも考えられる

· 「あまり、やりすぎちゃだめかな。」と自分からセーブする発言もあり、適に評価が必要。スタッフからの注意にも「怒られましたよ。」と淡々と話されている。オーバーワークを本人も自覚している部分もあるので余暇の時間の過ごし方を検討・提案していく。（次回の選択プログラムでは運動から革細工を希望している）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　これらのスタッフメッセージを今後は本人に返していく。その実践結果を次回のカンファレンスに報告していく。（直接ケアと間接ケアの継続）

